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水と緑と人の和でうるおいのあるまち ………… 野木町

皆さんに好かれる愛犬家になりましょう
（３/８　ドッグフェスタ　～犬の健康相談・しつけ教室～）
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�主な内容

・町民参加で連帯感のある町政を
　　　　　　　　推進します　～所信表明～
・集合狂犬病予防注射のおしらせ
・CULTURE & SPORTS
・お知らせ
・広報連絡委員レポート
・With You
・Topics ～町の話題・投稿～

◆公民館　館報ふれあい　　122号

◆野木町役場の機構と事務内容・庁舎内配置図



新
組
織
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を 

提
供
し
ま
す

　

我
が
国
の
経
済
状
況
は
、
平
成　
２０

年
に
な
っ
て
景
気
の
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン

の
兆
候
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
経
済
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

問
題
、
原
油
の
高
騰
な
ど
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
行

政
面
で
は
、
道
路
特
定
財
源
の
暫
定

税
率
の
期
限
切
れ
に
よ
る
国
・
地
方

へ
の
影
響
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
中
、
国
は
地
方
分
権
、
行
政
の

ス
リ
ム
化
を
一
層
推
進
し
て
お
り
、

地
方
行
政
は
柔
軟
な
運
営
と
自
立
を

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
野
木
町
第
３
次
行
政
改
革

大
綱
に
掲
げ
た
効
果
的
・
効
率
的
な

組
織
機
構
改
革
の
実
現
を
図
る
た
め

に
課
・
係
を
再
編
し
、
平
成　

年
度

２０

か
ら
新
し
い
組
織
で
町
民
の
皆
様
へ

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
新
組
織
で
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
で
き
る
よ
う

職
員
共
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
野
木
町

の
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
、
引
き
続

き
、
町
総
合
計
画
「
新
野
木　

計
画
」

２１

の
後
期
計
画
の
具
現
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
町
の
将
来
像
で
あ
り
ま

す
「
水
と
緑
と
人
の
和
で
う
る
お
い

の
あ
る
ま
ち
」、
ま
た
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
「
元
気
の
出
る
ま
ち
・
野
木

町
」
を
目
指
し
、
諸
施
策
を
推
進
し
、

町
民
の
皆
様
が
「
野
木
町
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
町
民
・
企
業
・
行
政
の
「
協

働
」
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

事
業
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

営
墓
地
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
限
り

あ
る
財
源
の
中
で
、
費
用
対
効
果
を

峻
別
し
、
事
業
計
画
を
図
り
、
引
き

続
き
、
民
間
活
力
の
導
入
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私

は
「
町
民
参
加
で
連
帯
感
の
あ
る
町

政
」
を
基
本
に
、
町
民
と
の
対
話
を

推
進
し
、
誠
心
誠
意
全
力
を
挙
げ
て

職
務
を
全
う
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す

の
で
、
町
議
会
議
員
各
位
、
町
民
の

皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
心

か
ら
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

（2）

町
民
参
加

町
民
参
加
でで

連
帯
感
の
あ
る
町
政

連
帯
感
の
あ
る
町
政
をを

推
進
し
ま
す

推
進
し
ま
す
。。



財
政
改
革
の
推
進
を 

基
本
姿
勢
に

　

そ
れ
で
は
、
平
成　

年
度
の
当
初

２０

予
算
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
国

で
は
、
税
収
の
伸
び
が
鈍
化
す
る
中

で
、
地
方
公
共
団
体
の
公
債
費
や
社

会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
に
よ
る
大

幅
な
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

安
定
し
た
財
政
運
営
の
た
め
地
方
交

付
税
等
の
一
般
財
源
の
総
額
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金

の
償
還
繰
り
延
べ
や
臨
時
財
政
対
策

債
、
財
源
対
策
債
の
発
行
等
に
よ
り

地
方
へ
の
財
源
補
て
ん
措
置
を
講
じ

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
の
一
般
会

計
予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ　

億
２
千
６
百
万
円
で
、
前
年
度

６１
対
比
１
億
４
千
９
百
万
円
、
２
・
５

％
の
増
と
い
た
し
ま
す
。
増
減
事
由

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
民
生
費
で
後

期
高
齢
者
医
療
費
負
担
金
の
増
な
ど

に
よ
り
約
１
億
６
千
万
円
、　

・
９

１１

％
の
増
、
土
木
費
で
２
級
幹
線
５
号

線
道
路
改
良
事
業
等
の
実
施
に
よ
る

約
１
億
３
千
万
円
、　

・
４
％
の
増

１７

と
な
る
ほ
か
、
衛
生
費
で
老
人
保
健

特
別
会
計
繰
出
金
の
減
な
ど
に
よ
り
、

約
１
億
４
千
万
円
、　

・
７
％
の
減

１７

が
主
な
要
因
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
に
お
い

て
、
地
方
と
都
市
の
税
収
偏
在
の
是

正
に
よ
る
財
源
を
活
用
し
「
地
方
再

生
対
策
費
」
が
創
設
さ
れ
た
た
め
、

約
１
億
円
、　

・
４
％
の
増
、
国
庫

４２

支
出
金
で
は
、
町
道
２
級
幹
線
５
号

線
道
路
改
良
事
業
の
臨
時
地
方
道
路

整
備
交
付
金
の
増
に
よ
り
約
１
億
円
、

　

・
３
％
の
増
、
基
金
繰
入
金
を
９

５０千
万
円
、　

・
９
％
の
減
と
な
っ
て

２０

お
り
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
平
成　

年
度
に
引
き

１９

続
き
財
政
改
革
の
推
進
を
基
本
姿
勢

と
し
ま
し
て
、
中
・
長
期
的
な
財
政

の
健
全
化
に
配
慮
し
た
予
算
配
分
を

行
い
ま
し
た
。

新
規
及
び
主
な
施
策
は 

次
の
と
お
り
で
す

�
総
務
費�
栃
木
県
知
事
選
挙
費
、

地
域
防
災
計
画
策
定
事
業

�
民
生
費�
後
期
高
齢
者
医
療
費
負

担
金
【
新
規
】、
丸
林
保
育
所
運
営
事

業
、
保
育
所
運
営
費
委
託
事
業
、
障

が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業

�
衛
生
費�
小
山
広
域
保
健
衛
生
組

合
負
担
金
、
健
康
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営
委
託
事
業

�
農
林
水
産
業
費�
農
村
公
園
整
備

事
業
、
佐
川
南
地
区
県
営
土
地
改
良

事
業
調
査
計
画
負
担
金

�
商
工
費�
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
事
業
、
元
気
ア
ッ
プ
推
進
事
業

（
駅
前
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設

置
等
）【
新
規
】

�
土
木
費�
２
級
幹
線
５
号
線
道
路

改
良
事
業（
中
谷
踏
切
道
拡
幅
）、
友

沼
橋
歩
道
設
置
事
業

�
消
防
費�
常
備
消
防
事
務
委
託
事

業
、
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
事
業
、
本

部
分
団
機
械
器
具
置
場
建
替
事
業

�
教
育
費�
非
常
勤
講
師
配
置
事
業
、

外
国
語
指
導
助
手
配
置
事
業
、
文
化

会
館
管
理
運
営
委
託
事
業

（3）



（4）

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
法
律
に
よ
り
生
涯
一
度
の

登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
狂
犬
病
は
発
症
す
る
と
１
０
０
％

死
に
至
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

　

今
年
の
日
程
等
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
町
か
ら

郵
送
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
手
続
き

が
容
易
で
す
）

　

ま
た
、
未
登
録
の
方
、
ハ
ガ
キ
の
な
い
方
で
も
会
場

で
の
登
録
、
注
射
が
で
き
ま
す
。
登
録
手
数
料
、
注
射

料
金
を
持
参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
狂
犬
病
予
防
注
射（
毎
年
１
回
）

　

料　

金　

３
３
０
０
円

�
新
規
登
録（
生
涯
１
回
）

　

登
録
料　

３
０
０
０
円

対　

象

　

生
後　

日
を
経
過
し
た
犬

９０

※
病
気
等
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
獣
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
で
受
け
な
か
っ
た
場

合
や
お
と
な
し
く
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
個
人
で
動
物
病
院
等
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
の

お
し
ら
せ

�����������������������������������������������������������������������������������

�
４
月　

日（
土
）

１２
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�
４
月　

日（
土
）

１２

午　前午　後
�
４
月　

日（
日
）

１３

午　前午　後

①
野
木
町
役
場

②
野
木
中
学
校

③
野
渡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

④
野
木
小
学
校

⑤
潤
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⑥
新
橋
小
学
校

⑦
川
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⑧
野
木
原
集
会
所

⑨
友
沼
小
学
校

⑩
矢
畑
集
会
所

⑪
友
西
公
民
館

⑫
中
之
内
集
会
所

⑬
町
立
図
書
館

⑭
南
赤
塚
小
学
校

⑮
松
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⑯
卯
ノ
木
み
ず
き
公
園

⑰
川
田
集
落
セ
ン
タ
ー

⑱
佐
川
野
小
学
校

⑲
大
字
野
木
農
協
倉
庫

⑳
佐
川
野
下
研
修
館

�21
 

中
谷
生
活
セ
ン
タ
ー

�22
 

若
林
集
会
所

�23
 

小
山
用
水　

区
事
務
所

１１

�24
 

丸
林
馬
場
公
園

午
前
８
時　

分
〜
９
時　

分

４５

２０

午
前
９
時　

分
〜　

時
５
分

３５

１０

午
前
９
時　

分
〜　

時
５
分

４０

１０

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

１５

１０

３５

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

２０

１０

３５

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

５０

１１

３０

午
後
１
時
〜
１
時　

分
１５

午
後
１
時
〜
１
時　

分
１５

午
後
１
時　

分
〜
１
時　

分

３０

５５

午
後
１
時　

分
〜
１
時　

分

３０

４５

午
後
２
時　

分
〜
２
時　

分

１０

３０

午
後
２
時
〜
２
時　

分
３０

午
前
９
時
〜
９
時　

分
４５

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１０

３０

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１０

３５

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

５０

１１

３０

午
前　

時　

分
〜　

時

１０

４５

１１

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１１

１５

１１

３０

午
後
1
時
〜
１
時　

分
１５

午
後
1
時
〜
１
時　

分
１５

午
後
1
時　

分
〜
１
時　

分

３０

４５

午
後
1
時　

分
〜
１
時　

分

３０

４５

午
後
２
時
〜
２
時　

分
１５

午
後
２
時
〜
２
時　

分
２０

問生活環境課　�（５７）４１49

実
施
場
所
及
び
時
間

☆
場
所
は
下
の
地
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
の
会
場

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

�
４
月　

日（
日
）

１３



第36回 
町バレーボール大会

期　日　５月１１日（日）
場　所　町体育センター
申込期限　５月６日
参加資格　町協会登録チーム

問渋谷友子 �（５７）０１６２

第21回町グラウンド
ゴルフ協会大会

期　日　５月１６日（金）
場　所　あじさい公園
対　象　町在住在勤者
申込期間　５月７日～１２日

問平田義美 �（５７）３８４３

貸出カードの更新

　住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト

　休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセットは、入れないでください。
開館中は、カウンターに返してくだ
さい。

おはなし会

■
日　時　４月４日（金）
　　　　午前１１時～１１時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　グレース森
■
日　時　４月８日、１５日、２２日（火）
　　　　午前１１時～１１時２０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　ピノキオ
■
日　時　４月１９日（土）
　　　　午後２時～２時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
プログラム　絵本と紙しばい　他
対　象　４歳位から小学生
ボランティア団体　ピノキオ

こども映画会

「トンデモネズミ大活躍」
日　時　４月５日（土）
　　　　午後２時～３時１５分
会　場　２階ホール
対　象　５歳以上

「忍者ハットリ君」
日　時　４月２６日（土）
　　　　午後２時～３時２５分
会　場　２階ホール
対　象　５歳以上

学校移動図書館

　ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方へも貸出ができ
ますのでご利用ください。
　ただし、児童書中心でビデオの貸
出は行っていません。

４／１１　友沼小　　１３：１０～１４：１０
４／１５　佐川野小　１３：１５～１４：００
４／１６　南赤塚小　１３：００～１４：００
４／１７　新橋小　　１３：２０～１４：２０
４／２４　野木小　　１３：００～１４：３０

新着図書案内

＜一般書＞
�しゃばけ読本 （畠中恵）
�魔物　上・下 （大沢在昌）
�摂氏零度の少女 （新堂冬樹）
�ダイイング・アイ （東野圭吾）
�夢をかなえるゾウ （水野敬也）
�ナチュリラ （主婦と生活社）
�有元葉子料理好きの器えらび

（有元葉子）
�ウィキッド　上・下

（グレゴリー　マグワイア）
�彩雲国物語　隣の百合は白

（雪乃紗衣）
＜児童書＞
�真夜中の学校レストラン

（松谷みよこ編）
�マリと子犬の物語

（ひろはたえりこ）
�ブタどろぼうにごようじん！

（いわままりこ）
�ねずみくんおおきくなったらなに
　になる？ （なかえよしを）

ブックスタート 
ボランティア募集

　毎月、乳幼児の４か月、８か月健
診の際に活動しているブックスター
トを、お手伝いしていただけるボラ
ンティアを募集します。
　下記の研修の全てを受講のうえ、
参加していただきますので、初めて
の方も大歓迎です。
　興味のある方は、図書館まで連絡
ください。
①４月１５日（火）
　午後１時３０分～３時３０分
　ブックスタートとは？
②４月１８日（金）
　午前１０時～１１時３０分
　町のブックスタートの取り組み
　赤ちゃんの発達と子育て支援
③４月２２日（火）
　午後１時３０分～３時３０分
　絵本について
活動日　月２回程度
場　所　町保健センター
募集期限　４月１０日
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文化のつどい 
「16mmフィルム映画会」
　町文化協会主催による町民の皆様
対象の映画会を行います。ご来場お
待ちしています。
日　時　５月１８日（日）
　　　　午後２時３０分～
場　所　エニスホール大ホール
作　品　「武士の一分」山田洋次監督
出演者　木村拓哉・檀れい・緒形拳
　　　　小林稔侍・桃井かおり　他
入場無料（整理券必要）
※整理券は４月２７日（日）午前９時か
ら町公民館にて１人２枚まで配布

問町生涯学習課 �（５７）４１８８

パソコンサロン

　ボランティアによる初心者対象パ
ソコン相談室を開催しています。
日　時　４月１０日（木）
　　　　午後１時～４時
　　　　４月１９日（土）
　　　　午前９時３０分～１１時３０分
場　所　町公民館２階第４研修室
※申込不要
※日程変更の場合もありますので、
公民館掲示板で確認するか、問い合
わせください。

問町公民館 �（５７）４１８８

元気の出るスポーツクラブのぎ事業

小学生フットサル教室

期　日　４月１５日、２２日、２９日
　　　　５月１３日、２０日、２７日（火）
　　　　午後６時３０分～９時
指　導　町サッカー協会
対　象　町内の小学３～６年（男女）
定　員　５０人
参加料　５００円（保険料他）
持ち物　
　体育館シューズまたは上履き
申込開始　クラブ登録者４月３日～
　　　　　非登録者　　４月７日～
※定員になり次第締切
申込方法　
　参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 �（５７）４１８７

元気の出るスポーツクラブのぎ事業

元気の出る 
ピラティス教室

　シェイプアップはもちろん、肩こ
り・腰痛予防・姿勢歪みを調整し、
バランスのとれた美しい身体をつく
りませんか。
日　時　４月１８日～５月３０日
　　　　毎週金曜日
　　　　午前１０時～正午
場　所　町公民館視聴覚室
講　師　ＦＴＰ認定インストラクター
　　　　菊池幸子さん
定　員　先着２５名
対　象　町在住者
参加費　クラブ登録者　１０００円
　　　　非登録者　　　２０００円
申込期間　４月７日～１７日
申込方法　
　参加料を添え町生涯学習課へ
その他　
　持ち物は申込後にお知らせします。

問町生涯学習課 �（５７）４１８７

元気の出るスポーツクラブのぎ事業

第32回町卓球選手権大
会兼第９回町ラージボー
ル卓球選手権大会

日　時　５月１８日（日）　午前９時～
場　所　町体育センター
参加料　クラブ登録者　１００円
　　　　非登録者　　　３００円
　　　　中学生　　　　２００円
申込期限　５月１５日
　　　　　（抽選会は５月１６日）

問針谷良七 �（５７）４１８７
　栗田幸一 �（５５）１３０５

剣道教室

日　時　４月１７日～５月２９日
　　　　毎週（火）（木）（土）　
　　　　午後７時～８時
場　所　町武道館（火・木）
　　　　野木二中武道館（土）
対　象　小学生以上
指　導　野木剣友会
参加料　５００円（保険料等）
申　込　随時道場にて

問岩崎統一 �（５６）１２７４

居合道教室

日　時　４月２２日～５月２７日
　　　　毎週火曜日
　　　　午後８時３０分～９時３０分
場　所　町武道館
対　象　小学生から一般
参加料　保険料実費
申　込　随時

問小沢忠明 �（５５）０９８３

CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUULLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUURRRRRRRRRRRRRRRRRRRRREEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE &&&&&&&&&&&&&&&&&&&&& SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOORRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTCULTURE & SPORTSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS
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お知らせ

春
の
交
通
安
全 

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！ あ

な
た
が
主
役
で
す

期　

間

　

４
月
６
日
〜　

日
の　

日
間

１５

１０

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
を
運
動
の
基
本
に
期
間
中
各
種
広

報
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
交
通
事
故
死
傷
者

数
の
増
加
に
伴
い
、
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
、
新
た
な

運
動
と
し
て
、
安
全
運
動
期
間
中
の

４
月　

日（
木
）は
『
交
通
事
故
死
ゼ

１０

ロ
を
目
指
す
日
』
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
町
生
活
環
境
課�
（　

）４
１
３
２

５７

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

　

小
山
警
察
署
と
小
山
地
区
交
通
安

全
協
会
は
、
毎
年
秋
に
優
良
運
転
者

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
４
月　

日
１０

か
ら　

日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

３０

い
。

表
彰
を
受
け
る
資
格
の
あ
る
方

　

表
に
示
す
免
許
取
得
日
で
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方

�
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

１５

２０

年
３
月　

日
ま
で
無
事
故
無
違
反

３１

�
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員

�
過
去
に
緑
十
字
銅
章
を
受
け
た
こ

と
が
な
い

申
込
方
法
（
①
、
②
の
い
ず
れ
か
）

①「
運
転
免
許
証
」「
交
通
安
全
協
会

会
員
証
」「
無
事
故
、
無
違
反
証
明
書

（
原
本
）」
を
町
生
活
環
境
課
へ
持
参

②「
免
許
証
」「
会
員
証
」
を
同
一
面

に
コ
ピ
ー
し
た
も
の
、「
無
事
故
、
無

違
反
証
明
書（
原
本
）」
を
小
山
地
区

交
通
安
全
協
会
へ
郵
送

※
免
許
証
は
両
面
を
コ
ピ
ー
す
る
。

※
コ
ピ
ー
し
た
も
の
に
氏
名
フ
リ
ガ

ナ
と
電
話
番
号
を
記
入
す
る
。

郵
送
先

　

〒
３
２
３
‐
０
０
２
８

　

小
山
市
若
木
町
１
‐
６
‐　
４０

　

小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

無
事
故
、
無
違
反
証
明
書
申
込
先

　

〒
３
２
２
‐
０
０
１
７

　

鹿
沼
市
下
石
川
６
８
１

　

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

　

栃
木
県
事
務
所

�
０
２
８
９（　

）１
４
１
１

７６

※
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

手
数
料（
７
０
０
円
＋
振
込
手
数
料

　

円
）を
郵
便
局
へ
提
出
す
る
。
申

７０込
用
紙
は
、
野
木
交
番
及
び
佐
川
野

駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。　

日
間
ほ
ど

１０

で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

問
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

�
０
２
８
５（　

）２
８
２
９

２５

　

町
生
活
環
境
課�
（　

）４
１
３
２

５７

消
防
隊
の
救
急
支
援
出
場

　

救
命
率
の
向
上
を
目
指
し
、
消
防

車
が
救
急
活
動
の
支
援
の
た
め
に
救

急
現
場
に
出
場
す
る
「
救
急
支
援
活

動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

傷
病
者
が 
重  
篤 
な
状
態
と
判
断
さ
れ

じ
ゅ
う 
と
く

た
場
合
や
傷
病
者
の
搬
送
、
救
急
車

へ
の
収
容
が
困
難
と
判
断
さ
れ
た
場

合
に
、
消
防
隊
が
救
急
隊
と
同
時
も

し
く
は
先
行
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

な
お
、
出
場
す
る
消
防
隊
に
は
、

救
急
隊
員
の
有
資
格
者
が
搭
乗
し
、

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を

含
む
救
急
資
器
材
を
積
載
し
て
い
ま

す
。
出
場
す
る
消
防
隊
は
、
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
て
現
場
に
向
か
い
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
小
山
市
消
防
署

�
０
２
８
５（　

）３
１
６
４

２１

Inform
ation

運転免許取得日
（最初に取得した日）

表彰
年次

昭和４３年３月３１日以前
（過去に４０年受賞のない方）４０年

昭和５２年４月１日～５３年３月３１日３０年

昭和６２年４月１日～６３年３月３１日２０年

平成４年４月１日～５年３月３１日１５年

平成９年４月１日～１０年３月３１日１０年

平成１４年４月１日～１５年３月３１日５年
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渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン

作
戦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

豊
か
な
自
然
を
た
た
え
、
私
た
ち

の
憩
い
の
場
で
あ
る
渡
良
瀬
遊
水
地

も
、
心
無
い
ご
み
の
不
法
投
棄
な
ど

に
よ
り
、
貴
重
な
自
然
環
境
や
景
観

が
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

利
根
川
上
流
河
川
利
用
者
協
議
会

で
は
、
環
境
美
化
の
重
要
性
を
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
今
年
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
渡
良

瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
行
い

ま
す
。

　

こ
の
清
掃
活
動
に
は
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
方

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
団
体
参
加
を
予
定
す
る
場

合
は
、
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

４
月　

日（
土
）午
前
８
時　

分
〜

１９

３０

※
雨
天
の
場
合
は　

日（
土
）

２６

集
合
場
所　

野
渡
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
（
満
福
寺
西
側
堤
防
内
）

問
町
生
活
環
境
課�
（　

）４
１
４
９

５７

浄
化
槽
の
取
り
付
け
を 

お
考
え
の
方
へ

　

町
で
は　

年
度
も
浄
化
槽（
一
般

２０

家
庭
用
）を
取
り
付
け
る
方
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
の
額

�
５
人
槽
→　

万
２
千
円

３３

�
６
〜
７
人
槽
→　

万
４
千
円

４１

�
８
〜　

人
槽
→　

万
８
千
円

１０

５４

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
地
域

�
公
共
下
水
道
認
可
区
域

�
農
業
集
落
排
水
対
象
区
域

�
市
街
化
区
域　

な
ど

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
町
の
補
助

金
交
付
決
定
を
受
け
ず
に
工
事
さ
れ

る
と
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
補
助
金
は

予
定
数
に
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま

す
。

問
町
生
活
環
境
課�
（　

）４
１
３
１

５７

前
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
種
類　

甲
種

　
　
　
　
　

乙
種（
第
１
類
〜
６
類
）

　
　
　
　
　

丙
種

試
験
日　
　

６
月　

日（
日
）

１５

会　

場　
　

白�
大
学

受
付
期
間

　

４
月　

日
〜　

日（
土
日
除
く
）

１４

２５

願
書
届
出
先

　

小
山
市
消
防
本
部
予
防
課

そ
の
他

　

願
書
・
試
験
案
内
は
、
消
防
本
部

　

及
び
各
分
署
に
あ
り
ま
す
。

問
小
山
市
消
防
本
部

�
０
２
８
５（　

）３
１
５
７

２１

多
重
債
務
相
談
窓
口

　

多
重
債
務
相
談
窓
口
を
毎
月
第
２
、

第
４
木
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
の
あ
る
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

開
設
日
時

　

第
２
、
第
４
木
曜
日

　

午
前　

時
〜
正
午

１０

　

午
後
１
時
〜
３
時

開
設
場
所　

役
場
会
議
室

事
前
予
約
方
法

　

開
設
日
の
３
日
前
ま
で
に
電
話
ま

　

た
は
町
産
業
課
へ

問
町
産
業
課　
　
�
（　

）４
１
５
３

５７

堆
肥
セ
ン
タ
ー
を 

　
　
　
　

廃
止
し
ま
し
た

　

町
で
は
平
成
９
年
度
に
町
内
畜
産

農
家
の
環
境
改
善
と
循
環
型
農
業
の

確
立
を
目
的
に
野
木
町
堆
肥
セ
ン
タ

ー
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
畜
産
農
家
の
高

齢
化
や
労
働
力
不
足
等
に
よ
り
廃
業

す
る
畜
産
農
家
が
増
加
し
、
現
在
利

用
し
て
い
る
畜
産
農
家
が
２
戸
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

施
設
の
計
画
的
な
運
用
が
見
込
め
な

い
状
態
と
な
り
、
や
む
を
得
な
く　
２０

年
３
月
末
を
も
ち
ま
し
て
堆
肥
セ
ン

タ
ー
を
廃
止
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
堆
肥
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

野
木
町
資
源
化
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
町
産
業
課　
　
�
（　

）４
１
５
１

５７
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国
民
年
金
よ
り

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
ら

　

日
本
に
住
む　

歳
か
ら　

歳
ま
で

２０

６０

の
人
は
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
就
職
・
転

職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
に
よ
り
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
ら
、
そ
の

つ
ど
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

忘
れ
る
と
、
将
来
の
年
金
が
減
額

さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
届
出
内
容
に
よ
り
必
要
な

書
類
や
届
出
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
引
き
上
げ

　
　

年
度
の
保
険
料
は
月
額
１
４
４

２０
１
０
円
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付

前
納
制
度

　

保
険
料
は　

年
度
分
を
一
括
し
て

２０

４
月
中
に
前
納
す
る
と
現
金
払
い
で

は
３
０
７
０
円
の
割
引
、
口
座
振
替

で
は
３
６
２
０
円（
５
５
０
円
増
）の

割
引
と
な
り
ま
す
。
６
か
月
前
納
も

口
座
振
替
が
有
利
で
す
。

　

現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
４
月
に

郵
送
さ
れ
る
納
付
書
で
、
４
月
末
日

ま
で
金
融
機
関
等
で
の
支
払
い
が
可

能
で
す
。

※
口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
３
月
末

ま
で
に
社
会
保
険
事
務
所
で
の
登
録

が
完
了
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
早
割
制
度

　

現
在
当
月
分
の
保
険
料
を
翌
月
末

に
口
座
振
替
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
当
月
末
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
１

か
月
あ
た
り　

円
が
割
引
と
な
り
ま

５０

す
。
こ
の
毎
月
前
納
早
割
制
度
を
申

込
み
ま
す
と
翌
月
末
の
初
回
の
振
替

に
て
２
か
月
分
の
保
険
料（
従
前
の 

保
険
料
と　

円
割
引
さ
れ
た
保
険

５０

料
）が
振
替
と
な
り
、
そ
の
後
の
毎

月
の
保
険
料
が　

円
割
引
と
な
り
ま

５０

す
。
申
込
用
紙
は
社
会
保
険
事
務
所

な
ど
に
請
求
し
て
い
た
だ
く
か
、
社

会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

Inform
ation

http://w
w
w
.sia.go.jp/

こんなときにはこんな届出を

国民年金に入る、など
第１号被保険者→町住民課
第３号被保険者→配偶者の勤務先

国民年金加入の手続をする
（国民年金加入届のハガキ持参）

学生や会社などに勤めていない人が
２０歳になったとき

町住民課第１号被保険者の手続をする
（年金手帳・退職に関する証明書）会社などを退職したとき

配偶者の勤務先第３号被保険者への種別変更手続をする結婚や退職により配偶者の扶養にな
ったとき

町住民課第３号被保険者から第１号被保険者への種別
変更手続をする配偶者が会社などを退職したとき

町住民課第３号被保険者から第１号被保険者への種別
変更手続をする配偶者の扶養からはずれたとき

配偶者の新しい勤務先引き続き第３号被保険者の手続をする配偶者が会社を変わったとき
（間が空かない場合）

保険料を納める

金融機関・社会保険事務所口座振替納付・辞退申出書を提出する口座振替を開始・停止・変更するとき

社会保険事務所納付書再発行を申し出る納付書を紛失したとき

町住民課
免除申請をする（全額・４分の３・半額・４分の１）

保険料の納付が困難なとき
納付猶予申請をする（２０歳代の方）

町住民課学生納付特例申請をする学生で納付が困難なとき

年金額を増やしたい、など

町住民課付加保険料加入手続をする
定額以上の保険料を納めたい

国民年金基金国民年金基金に加入する

町住民課任意加入手続をする海外に居住する場合

町住民課任意加入手続をする（高齢任意加入）６０歳～６５歳の人
（期間が足りない場合も含む)

第１号被保険者⇒町住民課
第３号被保険者⇒配偶者の勤務先再交付手続をする年金手帳をなくしたとき

年金（受給者）の請求・届出は？

町住民課国民年金第１号のみの方

年金の請求は？
社会保険事務所
（６５歳時ハガキ返送等）

上記以外の方
（第１号・第２号・第３号）

社会保険事務所新住所地等でハガキを出す住所・支払機関の変更は？

社会保険事務所住所地の役所でハガキをもらう年金証書を紛失した（再発行は？）

社会保険事務所死亡届・未支給請求を出す（通知･連絡）受給者が亡くなったとき（死亡届等）

町住民課・社会保険事務所生存確認（障害認定）のため返送（提出）現況届出（診断書)

※内容により届出先が異なりますので、手続の際には必ず届出先を確認ください。
※詳しくは、社会保険事務所または町住民課へ問い合わせください。
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保
険
料
免
除
及
び
納
付
猶
予
申
請

　

免
除
制
度
に
は
、
届
出
を
す
る
と

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
法
定
免
除
と
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
免
除
さ
れ

る
申
請
免
除
・
納
付
猶
予
が
あ
り
ま

す
。

法
定
免
除

　

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
る
と
き

申
請
免
除
・
納
付
猶
予

�
所
得
の
少
な
い
方
や
病
気
や
ケ
ガ

　

な
ど
で
経
済
的
に
困
難
な
方

�
特
別
な
理
由（
天
災
な
ど
）の
あ
る

　

方

�
失
業
し
た
こ
と
に
よ
り
納
付
が
困

　

難
な
方（
注
）

 

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
保
険
料
免

除
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、　

歳
代
の
若
年
者
納
付
猶

２０

予
制
度
も
あ
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　

一
般
の
大
学
、
短
大（
夜
間
部
・

定
時
制
課
程
・
通
信
制
課
程
含
む
）

及
び
専
門
学
校
等
で
納
付
特
例
認
定

校
の
学
生
が
対
象
で
す
。

　

申
請
し
て
承
認
さ
れ
た
期
間
は
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
承

認
期
間
は
、
翌
年
３
月
ま
で
の
期
間

で
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
窓
口
に

て
、
学
生
証
ま
た
は
写
し
を
提
示
し

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
家
族
の
方
が
代
わ
っ
て
申
請
す
る

と
き
は
、
家
族
の
方
の
身
分
証
明
書
、

印
鑑
も
持
参
く
だ
さ
い
。
手
続
を
し

な
い
で
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

就
職
し
て
か
ら
、
事
故
や
病
気
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
に
も
障
が
い
年

金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
期

間
に
つ
い
て
、　

年
以
内
の
期
間
に

１０

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

を
追
納
と
い
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

と
き
は
、
２
年
以
上
経
過
し
た
期
間

に
つ
い
て
の
保
険
料
に
経
過
年
数
に

よ
り
加
算
金
が
上
乗
せ
と
な
り
ま
す
。

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

�
０
２
８
２（　

）６
０
７
４

２２

　

町
住
民
課　
　
�
（　

）４
１
４
０

５７

厚
生
年
金
保
険
等
加
入
者
の
方
へ 

住
所
変
更
手
続
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に
つ

い
て
住
民
票
の
異
動
等
が
あ
っ
た
際

に
は
、
町
か
ら
社
会
保
険
事
務
所
に

報
告
し
ま
す
が
、
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
勤
務
先

の
事
業
所
を
通
じ
て
厚
生
年
金
保
険

等
被
保
険
者
及
び
国
民
年
金
第
３
号

被
保
険
者
の
住
所
変
更
手
続
を
行
い

ま
す
。

　

届
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
年
金
記
録

に
関
す
る
通
知
が
本
人
や
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
の
も
と
に
届
け
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
住

所
を
異
動
し
た
ら
速
や
か
に
事
業
主

経
由
で
変
更
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

こ
れ
か
ら
年
金
請
求
さ
れ
る
方
へ

　

現
在
、　

歳
の
時
点
で
年
金
請
求

６５

の
書
類
「
裁
定
請
求
書
」
の
事
前
送

付
を
行
っ
て
い
る
た
め
、　

歳
以
降

６０

で
、
年
金
未
請
求
者
の
方
の
住
民
票

異
動
が
あ
っ
た
際
に
は
、
社
会
保
険

事
務
所
に
住
所
変
更
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
届
出
忘
れ
の
無
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

�
０
２
８
２（　

）４
１
３
４

２２

（
注
）失
業
を
理
由
と
し
た
申
請
に

は
離
職
事
実
及
び
離
職
年
月
日
を

確
認
す
る
た
め
公
的
機
関
の
証
明

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
い

ず
れ
か
を
持
参
く
だ
さ
い
。

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た

は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
の

写
し

②
離
職
者
支
援
資
金
の
貸
付
決
定

通
知
の
写
し

③
右
記
①
②
の
書
類
に
準
ず
る
公

的
機
関
の
証
明

＊
雇
用
保
険
の
適
用
が
な
い
方

　
（
公
務
員
除
く
）

→
給
与
所
得
者
が
退
職
し
た
場
合

は
、
個
人
住
民
税
の
徴
収
方
法
が
、

特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
に
変
更

さ
れ
る
た
め
、
そ
の
際
に
退
職
者

（
納
税
対
象
者
）へ
町
か
ら
納
税
通

知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
納
税
通

知
書
の
写
し
に
事
業
主
証
明（
離
職

事
実
）を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
り

公
的
機
関
の
証
明
と
し
ま
す
。

※
納
税
通
知
書
の
交
付
が
な
い
方

→
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
方
、
及
び
退
職
時
に
一
括
で

残
税
額
を
特
別
徴
収
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
納
税
通
知
書
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
に
限
り
、
納
税
通
知
書

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
理
由
を
事
業
主
証
明（
離
職
事

実
）あ
る
い
は
給
与
明
細
書
で
確

認
の
う
え
離
職
の
事
実
を
添
付
す

る
こ
と
に
よ
り
公
的
機
関
の
証
明

と
し
ま
す
。
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４
月
か
ら 

と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く

り
県
民
税
を
導
入
し
ま
す

〜
大
切
な
森
林
を 

未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
に
〜

納
税
義
務
者

　

県
民
税
均
等
割
の
納
税
義
務
者
と

　

同
じ
に
な
り
ま
す
。

�
個
人�
県
内
に
住
所
・
家
屋
敷
等

を
有
す
る
方

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。

①
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
方

②
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
1
2
5

万
円
を
超
え
な
い
障
が
い
者
、
未
成

年
者
、
寡
婦
ま
た
は
寡
夫
の
方

③
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
町
条
例

で
定
め
る
一
定
金
額
以
下
の
方

�
法
人
等�
県
内
に
事
務
所
等
を
有

す
る
法
人
等

税　

率

�
個
人�
年
額
７
０
０
円

・
課
税
期
間
は　

年
度
分
か
ら　

年

２０

２９

度
分
ま
で
の　

年
間
で
す
。

１０

・
課
税
期
間
中
の
個
人
の
県
民
税
均

等
割
額
は
年
額
１
７
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

�
法
人
等�
均
等
割
額
の
７
%

・
課
税
期
間
は　

年
４
月
１
日
か
ら

２０

　

年
３
月　

日
ま
で
の
間
に
開
始
す

３０

３１

る
各
事
業
年
度
の　

年
間
で
す
。

１０

納
税
方
法

　

県
民
税
均
等
割
額
に
、
と
ち
ぎ
の

　

元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
を
加
算

　

し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

税
の
使
い
道

①
元
気
で
安
全
な
奥
山
林
の
整
備

②
明
る
く
安
全
な
里
山
林
の
整
備

③
県
民
の
森
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
、

森
林
の
大
切
さ
理
解
促
進

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
県
環
境
森
林
政
策
課

�
０
２
８（
６
２
３
）３
２
９
４

　

県
税
務
課

�
０
２
８（
６
２
３
）２
１
０
１

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
資
格

�
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

年

５４

６２

　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

�
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

６２

　

で
次
に
掲
げ
る
方

�
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び　

年
３

２１

　

月
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
の
方

�
人
事
院
が�
に
掲
げ
る
方
と
同
等

　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

申
込
期
間　

４
月
１
日
〜　

日
１４

　
　
　
　
　
（
土
・
日
は
除
く
）

※
４
月　

日
ま
で
の
消
印
有
効

１４

申
込
書
提
出
先

　

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
を
所
轄

　

す
る
国
税
局
ま
た
は
国
税
事
務
所

試
験
日

�
第
１
次
試
験　

６
月　

日（
日
）

１５

�
第
２
次
試
験

７
月　

日（
月
）〜　

日（
木
）の
い

２８

３１

ず
れ
か
1
日（
第
１
次
試
験
合
格

通
知
書
で
指
定
す
る
日
）

試
験
地

�
第
１
次
試
験

　

高
崎
市
、
さ
い
た
ま
市
、
新
潟
市
、

　

松
本
市
ほ
か

�
第
２
次
試
験　

さ
い
た
ま
市
ほ
か

合
格
発
表

�
第
１
次
試
験
合
格
者

　
　
　
　
　
　
　

７
月
８
日（
火
）

�
最
終
合
格
者　

８
月　

日（
金
）

２９

採
用
予
定
数

　

約
１
２
０
０
名（
全
国
）

問
関
東
信
越
国
税
局

�
０
４
８（
６
０
０
）３
１
１
１

Inform
ation

http://w
w
w
.pref.tochigi.lg.

jp./eco/shinrin/zenpan/
genkinam

oridukuri.htm
l

従
前
の
均
等
割
額

1
0
0
0
円

と
ち
ぎ
の
元
気
な

森
づ
く
り
県
民
税
額

7
0
0
円

＋
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固
定
資
産
税
「
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
地
方

税
法
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
〜
６
月
２
日

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

３０

縦
覧
場
所　

町
税
務
課

※
縦
覧
で
き
る
の
は
固
定
資
産
税
の

納
税
者
で
す
。
納
税
通
知
書
や
課
税

明
細
書
ま
た
は
運
転
免
許
証
や
保
険

証
等
で
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を

持
参
く
だ
さ
い
。

※
同
居
の
親
族
で
納
税
者
か
ら
の
委

任
が
認
め
ら
れ
る
方
、
納
税
者
の
代

理
人
と
し
て
委
任
状
等
を
提
示
し
た

方
や
納
税
管
理
人
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

問
町
税
務
課　
　
�
（　

）４
１
２
３

５７

新
栃
木
県
庁
団
体
見
学
の 

ご
案
内

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
様
に
栃
木
県

や
県
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
県
庁
舎
の
見
学
案
内
を
実

施
し
ま
す
。

対　

象

　

お
お
む
ね　

人
以
上
の
団
体

１０

日　

時　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
（
休
日
、
年
末
年
始
除
く
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時　

分
３０

見
学
施
設

・
本
館
１
階　

県
政
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
本
館
８
階　

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

・
本
館　

階　

展
望
ロ
ビ
ー

１５

　
　
　
　
　
　

と
ち
ぎ
の
伝
統
工
芸

・
議
会
議
事
堂

・
昭
和
館

※
見
学
時
間
は
、
１
時
間
か
ら
１
時

間　

分
程
度
で
す
。

３０
申
込
方
法

　

電
話
で
予
約
ま
た
は
県
民
プ
ラ
ザ

　

室
へ

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
広
報
課
県
民
プ
ラ
ザ
室

�
０
２
８（
６
２
３
）３
７
６
６

県
環
境
森
林
部 

出
先
機
関
の
組
織
改
編

　

県
環
境
森
林
部
で
は
、
地
球
温
暖

化
対
策
な
ど
の
環
境
問
題
に
多
角
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
と
ち
ぎ
の

元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
」
事
業
が

円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
出
先
機

関
の
組
織
改
編
を
行
い
ま
し
た
。

 

　

具
体
的
に
は
、
現
在
の
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
環
境
部
と
林
務
事
務
所
を

統
合
し
て
、
県
南
、
県
北
、
県
西
、

県
東
の
４
つ
の
区
域
割
り
で
環
境
森

林
事
務
所
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

主
に
環
境
行
政
を
所
管
す
る
小
山
環

境
管
理
事
務
所
と
主
に
森
林
行
政
を

所
管
す
る
矢
板
森
林
管
理
事
務
所
を

設
置
し
ま
す
。

問
県
環
境
森
林
政
策
課

�
０
２
８（
６
２
３
）３
２
６
７

組織改編概要所管区域位　置事務所名区域

佐野林務事務所と安足健康福
祉センター環境部を統合
※森林行政は、小山環境管理
事務所管内も所管

足利市/栃木市/佐野市/
小山市/下野市/壬生町/
大平町/藤岡町/岩舟町/
都賀町/野木町

安蘇庁舎
県南環境森林
事務所

県南

県南健康福祉センター環境部
を改編

栃木市/小山市/下野市/
壬生町/大平町/藤岡町/
岩舟町/都賀町/野木町

小山庁舎
小山環境管理
事務所

大田原林務事務所と烏山林務
事務所及び県北健康福祉セン
ター環境部を統合
※環境行政は、矢板森林管理
事務所管内も所管

大田原市/矢板市/那須
塩原市/さくら市/那須
烏山市/塩谷町/高根沢
町/那須町/那珂川町

那須庁舎
県北環境森林
事務所

県北

矢板林務事務所を改編
矢板市/さくら市/塩谷
町/高根沢町

塩谷庁舎
矢板森林管理
事務所

鹿沼林務事務所、今市林務事
務所及び県西健康福祉センタ
ー環境部を統合

鹿沼市/日光市/西方町
現在の今市
林務事務所

県西環境森林
事務所

県西

宇都宮林務事務所と県東健康
福祉センター環境部を統合
※上三川町は県南健康福祉セ
ンター環境部から所管変更

宇都宮市/真岡市/上三
川町/二宮町/益子町/
茂木町/市貝町/芳賀町

芳賀分庁舎
県東環境森林
事務所

県東
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結
核
検
診

　

か
つ
て
「
国
民
病
」
と
言
わ
れ
た

結
核
も
、
医
療
や
生
活
水
準
の
向
上

の
お
か
げ
で
、
き
ち
ん
と
治
療
す
れ

ば
完
治
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
核
は
今
も
我
が
国
最
大

の
感
染
症
で
あ
り
、
特
に
高
齢
者
の

発
病
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

結
核
の
早
期
発
見
に
は
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
が
有
効
で
す
。
年
に

一
度
は
必
ず
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

日
程
・
会
場　

左
表
の
と
お
り

※
左
記
会
場
の
ど
ち
ら
で
も
受
け
ら

れ
ま
す
。

 

対　

象

　

歳
以
上
の
方
で
野
木
町
に
住
所

６５を
有
す
る
方（　

年
度
に　

歳
に

２０

６５

な
る
方
を
含
む
）

※
職
場
な
ど
で
検
診
を
受
け
る
機
会

の
あ
る
方
は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
対
象
の
方
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
通

知
を
い
た
し
ま
す
。

受
付
方
法

　

通
知
を
持
参
し
、
直
接
会
場
へ

※
対
象
で
通
知
の
な
い
方
も
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
れ
ば
、
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課�
（　

）４
１
７
１

５７

Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）

混
合
予
防
接
種

　

昨
年
の
全
国
的
な
麻
し
ん（
は
し

か
）の
流
行
を
受
け
て　

年
度
か
ら

２０

５
年
間
に
中
学
１
年
生
と
高
校
３
年

生
相
当
の
方
に
Ｍ
Ｒ
混
合
予
防
接
種

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

�
中
学
１
年
生（　

歳
）

１３

　

町
内
の
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る

方
は
、
６
月
に
各
中
学
校
で
集
団
接

種
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
私
立
中
学

校
・
養
護
学
校
・
盲
学
校
・
聾
学
校

な
ど
町
内
中
学
校
以
外
に
通
学
し
て

い
る
方
は
、
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
に
な
り
ま
す
の
で
、
町
健
康
福
祉

課
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

�
高
校
３
年
生
相
当
の
方（　

歳
）

１８

　

４
月
中
に
予
診
票
を
ご
自
宅
に
送

付
し
ま
す
。
医
療
機
関
に
て
各
自
で

申
し
込
み
の
う
え
個
別
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課�
（　

）４
１
７
１

５７

訪
問
介
護
員
養
成
研
修

（
2
級
課
程
）受
講
生
募
集

対　

象

　

母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦
の
方
で
、

　

地
域
で
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従

　

事
す
る
方
ま
た
は
従
事
し
よ
う
と

　

す
る
方
で
あ
っ
て
全
課
程
終
了
で

　

き
る
方

日　

程

　

５
月
〜
１
月

　
（
延
べ　

日
１８

　

１
３
０
時
間
）

会　

場

�
県
央（
宇
都
宮
市
）

　

栃
木
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
県
南（
栃
木
市
）

　

栃
木
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　

員　

各
会
場　

名
３０

受
講
料

無
料
、
た
だ
し
教
材
費（
約
８
０

０
０
円
）及
び
実
習
時
の
健
康
診

断
書
は
実
費
負
担

応
募
締
切　

４
月
７
日

問�
栃
木
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

�
�
０
２
８（
６
２
２
）４
５
２
４

Inform
ation

会　場時　間月　日
松原第２コミュニティセンター９：３０～１０：２０

５/７（水） 下 影 公 民 館１０：４０～１１：１０
本新田コミュニティセンター１１：２０～１１：５０
松原コミュニティセンター１０：００～１０：４０

５/８（木）
友 沼 下 西 公 民 館１１：００～１１：３０
老 人 福 祉 セ ン タ ー１０：００～１０：４０

５/１２（月）
友 沼 小１１：００～１１：３０
野 木 小９：３０～１０：００

５/１３（火） 野渡コミュニティセンター１０：２０～１１：００
野 渡 ５ 公 民 館１１：２０～１１：５０
中 谷 生 活 セ ン タ ー９：４０～１０：１０

５/１４（水）
丸 林 西 会 館１０：３０～１１：３０
小 山 農 協 野 木 支 店１０：００～１０：４０

５/１５（木）
野 木 ３ 公 民 館１１：００～１１：４０
潤島コミュニティセンター９：４０～１０：４０

５/１９（月）
中 之 内 公 民 館１１：００～１１：３０
若 林 集 落 セ ン タ ー９：３０～１０：００

５/２０（火）
町 保 健 セ ン タ ー１０：３０～１１：４０
野 木 原 集 会 所９：４０～１０：１０

５/２１（水） 矢 畑 集 落 セ ン タ ー１０：３０～１１：００
佐 川 野 下 研 修 館１１：２０～１１：５０
川 田 集 落 セ ン タ ー１０：００～１０：４０

５/２２（木）
佐 川 野 小１１：００～１１：４０
御 門 中 根 集 落 セ ン タ ー９：３０～１０：００

５/２６（月）
町 立 図 書 館１０：３０～１１：３０
新 橋 児 童 館９：４０～１０：４０

５/２７（火）
土 地 区 画 整 理 記 念 会 館１１：００～１１：３０
丸 林 西 会 館１０：００～１０：３０

５/２８（水）
御 林 集 会 所１１：００～１１：３０
町 保 健 セ ン タ ー１０：３０～１１：３０６/２（月）



お知らせ

（15）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

献
血
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
尊
い
生

命
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く

の
方
を
救
う
た
め
、
健
康
な
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　

日　

４
月　

日（
月
）

２１

時　

間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場　

所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
町
健
康
福
祉
課�
（　

）４
１
７
１

５７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
年
度
会
員
募
集

〜
あ
な
た
の
力
を

地
域
社
会
の
た
め
に

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
働

く
こ
と
を
通
じ
、
高
年
齢
者
の
生
き

が
い
と
社
会
参
加
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
平
成
４
年
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
事
業
実
績
も
順
調
に
伸
び
て

お
り
ま
す
。
会
員
数
も
年
々
増
加
し

２
６
０
名
近
く
が
登
録
さ
れ
、
毎
日

い
き
い
き
と
就
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
相
互
の
親
睦
が
図
れ
る
よ
う
に

と
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
等
の
愛
好
会

も
組
織
さ
れ
活
発
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

会
員
に
な
れ
る
方

・
町
在
住
の
概
ね　

歳
以
上
の
方

６０

・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

用
意
す
る
も
の

　

配
分
金
振
込
先
銀
行
口
座
通
帳
の

　

写
し

※
配
分
金
と
は
、
１
か
月
間
に
働
い

た
分
の
賃
金
に
相
当
し
ま
す
。

入
会
方
法

　

セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
プ
館
南
側
）へ
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

会　

費

・
正
会
員
年
会
費　
　

２
０
０
０
円

・
互
助
会
年
会
費　
　

１
５
０
０
円

会
員
と
仕
事
の
関
係

　

請
負
ま
た
は
委
任
形
式

こ
ん
な
仕
事
引
き
受
け
ま
す

　

植
木
剪
定
・
庭
の
草
取
り
・
障
子
、

　

襖
、
網
戸
貼
り
替
え
・
工
場
、
施

　

設
内
外
の
軽
作
業
や
清
掃
・
屋
内

　

外
の
施
設
の
管
理
・
福
祉
、
家
事

　

援
助
サ
ー
ビ
ス
・
賞
状
、
宛
名
書

　

き
・
大
工
仕
事
、
ペ
ン
キ
塗
り

※
こ
の
他
に
も
、
お
引
き
受
け
で
き

る
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
相
談
く
だ

さ
い
。

※
依
頼
す
る
に
は
直
接
セ
ン
タ
ー
に

お
越
し
に
な
る
か
、
電
話
で
相
談
く

だ
さ
い
。

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�
（　

）２
１
３
７

５６

�
（　

）２
０
５
４

５７

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
を
や
さ

し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

期　

間

　
　

年
７
月
１
日
〜　

年
６
月　

日

２０

２２

３０

　
（
２
年
間
）

河　

川

　

渡
良
瀬
川
周
辺（
遊
水
池
を
含
む
）

応
募
資
格

　

渡
良
瀬
川
付
近
に
住
む　

歳
以
上

２０

　

の
方

謝　

礼　

実
費
程
度

応
募
締
切　

５
月
９
日

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川
事

　

務
所
古
河
出
張
所

�
（　

）０
４
８
７

２２

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

応
募
種
目

　

一
般
、
技
術
、
歯
科
及
び
薬
剤
科

　

の
幹
部
候
補
生

受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
方

�
一
般
、
技
術

�
　

歳
以
上（
大
卒
者
ま
た
は　

年

２２

２１

３
月
大
卒
見
込
者
は　

歳
以
上
）　

２０

２６

歳
未
満（　

年
４
月
１
日
現
在
）

２１

�
大
学
修
士
課
程
修
了
者（
見
込
含

む
）は
、　

歳
未
満

２８

�
技
術
幹
部
候
補
生
は
、
大
学
の
理

学
ま
た
は
工
学
課
程
修
了
者

�
歯
科
、
薬
剤
科

�
歯
科
は
大
学
の
歯
学
科
卒（
見
込

含
む
）で
、　

歳
以
上　

歳
未
満

２０

３０

�
薬
剤
科
は
、
大
学
の
薬
剤
科
卒

（
見
込
含
む
）で
、　

歳
以
上　

歳
未

２０

２６

満（
薬
学
修
士
取
得
者
は　

歳
未
満
）

２８

受
付
期
間　

４
月
１
日
〜
５
月　

日
１２

試
験
期
日（
一
次
試
験
）

　

５
月　

日（
土
）

１７

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

�
０
２
８
５（　

）４
７
６
３

２５
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お知らせ

新
橋
児
童
館
イ
ベ
ン
ト

①
お
花
見
を
し
よ
う�

　

新
橋
小
の
さ
く
ら
が
き
れ
い
に
咲

く
こ
の
季
節
。
児
童
館
か
ら
の
な
が

め
が
最
高�
お
花
見
を
し
な
が
ら
、

お
茶
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
も
う�

日　

時　

４
月
５
日（
土
）

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

幼
児
〜
高
校
生
と
保
護
者

　
　
　
　
　

名
３０

参
加
料　

１
人
１
０
０
円

申　

込　

随
時（
定
員
に
な
り
次
第

終
了
）

申
込
方
法　

参
加
料
を
添
え
児
童
館

　
　
　
　
　

へ（
電
話
不
可
）

②
親
子
で
ヨ
ガ�

　

新
企
画�
ヨ
ガ
は
体
に
と
っ
て
も

い
い
と
い
わ
れ
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

親
子
で
助
け
合
っ
て
ヨ
ガ
を
し
ま
し

ょ
う
。

日　

時　

４
月
は
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

対　

象　

幼
児
と
保
護
者　
　

組
１５

参
加
料　

１
回
５
０
０
円

申　

込　

随
時（
定
員
に
な
り
次
第

終
了
）

③
将
棋
道
場

　

今
年
も
将
棋
名
人
を
め
ざ
そ
う�

日　

時　

４
月　

日（
金
）下
校
後

１１

対　

象　

小
学
生
以
上　
　

名
３０

参
加
無
料

申　

込　

随
時

申
込
方
法　

児
童
館
へ（
電
話
可
）

④
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

マ
ド
レ
ー
ヌ
を
焼
こ
う�

日　

時　

４
月　

日（
土
）

１２

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

３
歳
以
上（
小
学
生
未
満

は
保
護
者
同
伴
）　

名
３０

参
加
料　

１
人
１
０
０
円

申　

込　

随
時（
定
員
に
な
り
次
第

終
了
）

申
込
方
法　

参
加
料
を
添
え
児
童
館

　
　
　
　
　

へ（
電
話
不
可
）

⑤
し
ゃ
べ
り
場

　

マ
マ
友
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
日

頃
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散�

日　

時

　

４
月　

日（
金
）

１８

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
　
　
　
　

名
３０

参
加
無
料
・
申
込
不
要

⑥
童
謡
付
読
み
聞
か
せ

　

新
橋
流
読
み
聞
か
せ
。
人
形
劇
な

ど
他
で
は
味
わ
え
な
い
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
・
・
・

日　

時

　

４
月　

日（
金
）

２５

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
　
　
　
　

名
３０

参
加
無
料
・
申
込
不
要

⑦
幼
児
の
お
出
か
け

　

親
子
で
バ
ス
に
乗
っ
て
動
物
園
に

出
か
け
ま
せ
ん
か
。
お
友
だ
ち
同
士

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

５
月　

日（
木
）

２９

　
　
　
　

午
前
９
時
発

　
　
　
　

午
後
４
時　

分
着

３０

行　

先　

東
武
動
物
公
園（
遊
園
地

は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
）

対　

象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
　
　
　
　

組
５０

参
加
料　

３
歳
未
満　

１
０
０
０
円

　
　
　
　

３
歳
以
上　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

大　
　

人　

２
５
０
０
円

申
込
期
限

　

４
月　

日
ま
で

２５

　
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

申
込
方
法

　

参
加
料
を
添
え
児
童
館
へ

⑧
楽
器
レ
ッ
ス
ン

　

音
楽
を
専
門
的
に
勉
強
し
た
先
生

が
楽
器
の
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
く
れ
る

よ�日　

時
土
曜
日
午
後（
楽
器
ご
と
に
日
程

が
異
な
り
ま
す
）
※
５
月
開
講

対　

象　

小
学
校
高
学
年
〜
高
校
生

　
　
　
　
（
楽
器
持
参
で
き
る
方
）

募
集
人
数　

各
楽
器　

名
程
度

１５

募
集
楽
器

　

フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
サ

　

ッ
ク
ス
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ

　

ン
ボ
ー
ン
、
ユ
ー
ホ
、
テ
ュ
ー
バ
、

　

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

参
加
料　

１
回
５
０
０
円

申　

込　

随
時

申
込
方
法　

児
童
館
へ（
電
話
可
）

募
集�

　

月
１
回
の
将
棋
道
場
の
講
師
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
に
将
棋
を

ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

問
新
橋
児
童
館　
�
（　

）９
１
５
５

５７

Inform
ation
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あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト

①
折
り
紙
教
室

日　

時　

４
月
８
日（
火
）

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

対　

象　

幼
児
〜
小
学
生
と
保
護
者

参
加
無
料
・
申
込
不
要

②
マ
マ
の
時
間

　

シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
薔
薇
の
小

箱
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

４
月　

日（
月
）

１４

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

対　

象　

幼
児
を
も
つ
お
母
さ
ん

　
　
　
　
　

名
２０

参
加
費　

２
０
０
円

　
　
　
　
（
材
料
費
と
し
て
）

申
込
期
間　

４
月
１
日
〜
７
日

申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
児
童
セ

　
　
　
　
　

ン
タ
ー
へ（
電
話
不
可
）

※
お
子
様
は
隣
の
部
屋
で
遊
ん
で
い

ら
れ
ま
す
。

③
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

パ
イ
ン
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

４
月　

日（
土
）

１９

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

小
学
生

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
期
間　

４
月
５
日
〜　

日
１１

申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
児
童
セ

　
　
　
　
　

ン
タ
ー
へ（
電
話
不
可
）

④
工
作
教
室

　

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
作
り

し
よ
う
。

日　

時　

４
月　

日
〜　

日

２１

２３

　
　
　
　

下
校
後

対　

象　

小
学
生

参
加
無
料
・
申
込
不
要

⑤
体
育
館
で
あ
そ
ぼ
う

　

い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
た
の
し
も

う�日　

時　

４
月　

日（
土
）

２６

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

４
歳
以
上（
小
学
生
未
満

は
保
護
者
同
伴
）

参
加
無
料
・
申
込
不
要

⑥
工
作
教
室

日　

時

　

４
月　

日（
水
）〜
５
月
２
日（
金
）

３０

　

下
校
後

対　

象　

幼
児
〜
小
学
生
と
保
護
者

参
加
無
料
・
申
込
不
要

自
由
に
遊
べ
ま
す

月
曜
日
・
・
・
お
絵
か
き
コ
ー
ナ
ー

火
曜
日
・
・
・
大
型
ブ
ロ
ッ
ク

金
曜
日
・
・
・
ボ
ー
ル
プ
ー
ル

※
午
前
中
の
み

問
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

�
（　

）１
４
４
０

５４

わ
ん
ぱ
く
相
撲
小
山
場
所 

参
加
者
募
集

〜
目
指
せ�
両
国
国
技
館
〜

対　

象　

小
学
３
〜
６
年
生
の
男
女

日　

時

　

６
月
８
日（
日
）　

午
前
９
時
〜

　
（
受
付
は
午
前
８
時　

分
〜
）

３０

場　

所

　

県
南
体
育
館

　
（
小
山
市
外
城
３
７
１
‐
１
）

参
加
無
料

申
込
期
間　

４
月
１
日
〜　

日
２０

申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
む
か
、
ま
た
は
各

　

小
学
校
に
配
布
の
参
加
申
込
書
で

そ
の
他

　

４
・
５
・
６
年
生
の
部
で
優
勝
し

　

た
男
子
は
、
８
月
３
日（
日
）に
両

　

国
国
技
館
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

　

に
出
場
で
き
ま
す
。

問�
小
山
青
年
会
議
所
わ
ん
ぱ
く
相

　

撲
実
行
委
員
会
担
当　

古
川

�
０
９
０
‐
７
２
５
５
‐
３
６
６
７

　

年
１
月
、
上
場
会
社
の

２１株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す

　

株
券
電
子
化
に
よ
り
、
上
場
会
社

の
株
券
は
無
効
と
な
り
、
株
主
の
権

利
は
証
券
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
の

口
座
で
電
子
的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に
な

っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化
に
よ

り
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
株
券
電
子
化
の

実
施
前
ま
で
に
名
義
書
換
が
必
要
で

す
。

問
日
本
証
券
業
協
会
証
券
決
済
制
度

改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

�
０
３（
３
６
６
７
）４
５
０
０
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お知らせ

渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
地
元
優
先
日

優
先
日　

①
６
月
５
日（
木
）

　
　
　
　

②　

月
２
日（
木
）

１０

　
　
　
　

③　

月
６
日（
木
）

１１

　
　
　
　

④
２
月
５
日（
木
）

　
　
　
　

⑤
３
月
５
日（
木
）

対　

象

　

野
木
町
・
小
山
市
・
藤
岡
町
・
板

　

倉
町
・
北
川
辺
町
の
在
住
在
勤
者

利
用
料

６
１
０
０
円（
プ
レ
ー
フ
ィ
・
カ

ー
ト
代
・
消
費
税
込
）食
事
別

※
④
と
⑤
は
４
６
０
０
円

申
込
期
間

　

①
４
月
５
日
〜
５
月　

日
２２

　

②
７
月
２
日
〜
９
月　

日
１８

　

③
８
月
６
日
〜　

月　

日

１０

２３

　

④　

月
５
日
〜
１
月　

日

１１

２２

　

⑤　

月
５
日
〜
２
月　

日

１２

１９

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。
状
況
に

よ
り
締
切
日
以
降
も
受
付
。

申
込
方
法

組
単
位
で
直
接
電
話
で
。
申
し
込

み
の
際
「
地
元
優
先
日
利
用
」
と

申
し
出
る
。

問
渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

�
０
２
８
２（　

）１
５
１
５

６２

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た

と
き
に
は
法
テ
ラ
ス
へ

　

法
的
な
困
り
ご
と
は
、
ま
ず
法
テ

ラ
ス
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
解
決
に

役
立
つ
情
報
を
提
供
し
た
り
、
法
律

相
談
の
窓
口
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
資
力
の
乏
し
い
方
に
は
無

料
で
法
律
相
談
を
行
い
、
裁
判
・
調

停
・
交
渉
の
代
理
人
と
し
て
弁
護
士

や
司
法
書
士
を
依
頼
す
る
必
要
が
あ

る
場
合
に
は
、
審
査
の
う
え
、
弁
護

士
等
を
紹
介
し
、
そ
の
費
用
を
立
替

え
ま
す
。

法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�
０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４

（
月
）〜（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
土
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
法
テ
ラ
ス
栃
木

　

宇
都
宮
市
本
町
４
‐　
１５

　

宇
都
宮
Ｎ
Ｉ
ビ
ル
２
階

�
０
５
０（
３
３
８
３
）５
３
９
５

事
業
主
の
皆
様
へ

　

労
働
保
険（
年
度
更
新
）の
申
告
・

納
付
期
限
は
５
月　

日
で
す
。

２０

　

概
算
・
確
定
保
険
料
の
申
告
・
納

付
は
栃
木
労
働
局
や
労
働
基
準
監
督

署
で
受
付
け
て
い
ま
す
が
、
最
寄
り

の
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
ま
た
は
郵

便
局
な
ど
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
の
際
は
、
申
告
書
と
納
付
書

を
切
り
離
さ
な
い
で
、
保
険
料
を
添

え
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
労

働
保
険
料
申
告
な
ど
の
事
務
を
社
会

保
険
労
務
士
や
労
働
保
険
事
務
組
合

に
委
託
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、　

年
度
か
ら
、
実
施
期
間

２１

が
６
月
１
日
か
ら
７
月　

日
に
変
更

１０

に
な
り
ま
す
。

問
栃
木
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

�
０
２
８（
６
３
４
）９
１
１
３

表
示
登
記
無
料
相
談
会

　

栃
木
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
小
山

支
部
で
は
、
表
示
登
記
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

４
月　

日（
水
）

１６

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

会　

場

　

町
役
場
本
館
１
階
第
１
会
議
室

相
談
内
容

・
土
地
の
境
界
及
び
面
積
に
つ
い
て

・
土
地
の
分
合
筆
登
記
に
つ
い
て

・
土
地
の
地
目
変
更
登
記
に
つ
い
て

・
建
物
の
新
増
築
登
記
に
つ
い
て

・
そ
の
他
土
地
建
物
の
表
示
に
関
す

　

る
こ
と

問
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
小
山
支
部

�
０
２
８
５（　

）２
７
１
７

２７

Inform
ation

　

人  
権  
標  
語

「
あ
り
が
と
う
。」
が
だ
い
す
き
だ
よ

こ
こ
ろ
が
ふ
ん
わ
り
す
る
か
ら
ね

友
沼
小
学
校　
 
桜  
沢 　

さ
く
ら 
ざ
わ

 
圭 けい

　
　
　
（　

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

１９



　何気なしにつけたラジオからさだまさしさんの昔のヒット曲「案山子
（かかし）」が流れてきました。

　♪♪元気でいるか　街には慣れたか　友だちできたか 
　寂しかないか　お金はあるか　今度いつ帰る♪♪

　かれこれ３０年位前、初めてこの曲を聞いたときには私はまだ子どもで、
「お金はあるか？」との問いかけの歌詞に「ないよ！」とふざけて答え
て首を横に振っていたのを懐かしく思い出しました。そんな私も３人の
子どもに恵まれました。その子どもたちも今はみんな家を離れ、うち２
人は降雪地帯に住んでいて、でもなんとか元気に暮らしているようです。
まさしく子どもたちの無事をやさしく願う親の目線でこの曲の歌詞をそ
のまま子どもたちにメールしました。すると１人から「テストが終わっ
たら帰るよ」という返信がありました。そんなうれしいメールに喜々と
して「帰ってきたら何を食べさせようか。好物のあのごちそうをつくっ
てあげようか」と自然にはりきってしまいました。
　そんなふるさと野渡で子どもたちを心配して待つ母に釘をさしてくれ
た知人がいました。昨秋、義母が亡くなった後に「肩の荷をひとつ降ろ
してホッとするのもいいけれど、ボーっとしていちゃダメだよ。健康診
断もしっかり受けて、自分自身の健康にも目を向けないとね」とありが
たいアドバイスをいただきました。確かに私がもし病気で倒れたりした
ら子どもたちは、それぞれの地で安心して働いたり勉強したりできなく
なることでしょう。半世紀近くも生きている私の身体にもアチコチに油
切れのような自覚症状がでてきているようです。「更年期の症状かもし
れない・・・」で済ませていましたが、「それではいけない！」と一念発起
して、町の保健センターに健康診断の申し込みの電話を入れました。がん
検診まで受けたい旨を希望すると、「あいにく今年度の乳がん検診は定員
になってしまいまして・・・」とのことで、町民の健康に関する意識の高
さを感じることができました。仕方なく個人で医療機関に申し込みをし
てから、保健センターを訪ねてみました。担当の方から２０年度から健康
診断の内容や対象者が大きく変わることや健診料金の一部自己負担が必
要になったことなど、その内容が広報のぎにくわしく掲載してあること
をていねいに説明していただきました。
　病気になってみて初めて健康に過ごせる毎日のありがたみを痛感する
ものです。昨年の春に米寿を迎えた義母が、ヨロヨロとした足どりなが
ら野渡の土手を登り、はるか遠くの山々までを眺めていたことをつい昨
日のことのように思い出しました。「良い眺めだ。野渡に生まれて本当
に良かったよ」と嬉しそうに話していました。私も義母の年齢に少しで
も近づけるよう、食生活や運動などに気を配り、手足や頭を使って感謝
の心を忘れずに充実した日々を送っていきたいものだと思いました。

自
分
自
身
の
健
康
に
も
目
を
向
け
よ
う

広報連絡委員

三木　和代

広報連絡委員
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263
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古
河
市

�
古
河
歴
史
博
物
館
企
画
展

　
「
花　

収
蔵
品
展
」

　

古
河
の
春
を
彩
る
桃
の
花
。
そ
の
４
０
０
年
の

歴
史
や
、
花
に
か
か
わ
る
文
化
や
芸
術
を
収
蔵
品

か
ら
紹
介
し
ま
す
。

期　

間　

５
月
６
日（
火
）ま
で

場　

所　

古
河
歴
史
博
物
館（
中
央
町
３
‐　

‐　

）

１０

５６

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
か
ら
は
午
後
６
時
ま
で
）

　
　
　
　
　

※
入
館
は
閉
館
時
間
の　

分
前
ま
で
。

３０

会
期
中
の
休
館
日　

４
/
７
、
４
/　

、
４
/　

、

１４

２１

　
　
　
　
　
　
　
　

４
/　

、
４
/　

、
４
/　

２５

２８

３０

問
古
河
歴
史
博
物
館 

�
（　

）５
２
１
１

２２

北
川
辺
町

�
田
ん
ぼ
の
オ
ー
ナ
ー
募
集

　

区
画
割
さ
れ
た
田
ん
ぼ
で
田
植
え
か
ら
稲
刈
り

ま
で
を
家
族
や
団
体
で
管
理
し
て
も
ら
い
、
秋
に

は
収
穫
し
た
新
米
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

共
同
田
植
え
作
業
日

　

５
月
３
日（
土
）午
前
９
時　

分
〜　

雨
天
順
延

３０

会　

場　

ラ
イ
ス
パ
ー
ク

※
元
肥
・
通
常
の
水
管
理
は
主
催
者
で
行
い
ま
す
。

申
込
方
法　

４
月　

日
ま
で
に
電
話
で
。

２７

問
ラ
イ
ス
パ
ー
ク（
月
曜
休
館
）�
（　

）４
３
４
９

６２

午前９: 00～午後５: 00　火曜日休館　�(57)2000　�（57）2044
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お
試
し
体
験

本
格
農
家

コース

　

㎡
２０

　

㎡
５０区画

面積
　

区
画

126
区
画

募集
区画数

２
５
０
０
円

５
０
０
０
円

料金

９　
kg

　
　２０
kg

標準
収穫量

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報
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絵本を楽しむ

　子どもは絵本が大好きです。赤ちゃん
の頃からいろいろな絵本に出会い、新し
いことばもたくさん覚え、絵本で見たこ
となどを追体験しながら、自分の世界を
広げていきます。
　保育所では、「これを読んで！」と絵本
を持って誰かが保育士のひざの上に座り
始めると、それに気づいた子どもたちが
周りに集まってきます。結果的に数人で
見るということが多くなります。また、
自分が読んでもらいたい絵本を手に持ち
ながら加わってくる子どももいます。そ
して、絵本一冊が読み終わると、「次はこ
の本を読んで！」と差し出してきたりと、
しばらくはそんなやりとりが続いたりし
ます。
　「忙しくて、忙しくて・・・」と家庭で
はなかなか絵本を開く時間が持てないと
いうお話をお母さんたちからよく聞きま
す。絵本をよく読む家庭では、その物語
の世界を楽しむのではなく、「これは何て
いうの？」と問いかけて、ことばを発す
るためのテキストのようにして使ってい
ることもあるようです。子どもたちが絵
本をとおして、お母さんやお父さんの愛
情そして温もりを感じられるように家庭
でも絵本を楽しんでみてください。
　子どもたちの心の深いところにスーッ
と入り込んだ絵本は、その子どもが大き
くなってからもきっと心の支えになって
いくことでしょう。

丸林保育所保育士　小泉　純子

「過去」の病気ではありません！ 

結核を予防しましょう

　結核は５０年前まで死亡原因の１位でし
た。治療すれば完治できる時代になりま
したが、今なお毎年新たに２万数千人の
患者さんが発生する、日本で重大な感染
症なのです。
　結核は、結核菌によって主に肺に炎症
を起こす病気で、結核菌の混じったタン
がせきやくしゃみと一緒に空気中に飛び
散り、それを周囲の人が直接吸い込むこ
とで感染します。
　結核の初期症状
はカゼと似ている
のが特徴です。特
に長引くせきは要
注意で、せきやタ
ンが２週間以上続
いたら早めに医療
機関を受診しまし
ょう。
　町では、結核の予防として抵抗力の弱
い６か月未満の赤ちゃんを対象にＢＣＧ
予防接種を行っています。また、結核に
なるリスクの高い６５歳以上の高齢者を対
象に結核健診を実施しています。
　一人ひとりが結核にならないように予
防すること、結核を早期に発見すること
は、本人の重症化を防ぐだけでなく、家
族や職場等への感染拡大を防ぐためにも
大切です。

町健康福祉課　健康増進係
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投
稿 

多
く
の
方
々
に 

聴
い
て
い
た
だ
き
た
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
木
エ
ニ
ス
混
声
合
唱
団
 
大 おお 
須 す 
賀 が 
敬 けい 
子 こ

　

私
た
ち
野
木
エ
ニ
ス
混
声
合
唱
団

は
、
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
の
合
唱
団
育
成

講
座
を
経
て
独
り
立
ち
し
た
グ
ル
ー

プ
で
す
。
多
く
の
方
々
に
合
唱
の
楽

し
さ
を
伝
え
た
く
て
日
々
努
力
を
重

ね
て
い
ま
す
。
練
習
の
た
び
に
、
指

導
を
い
た
だ
い
て
い
る
金
井
先
生
の

叱
咤
激
励
が
、「
歌
詞（
こ
と
ば
）が
と

ど
い
て
こ
な
い
よ
！
何
を
唄
っ
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
よ
！
」
や
「
発

声
に
加
速
を
し
な
い
と
音
楽
性
が
あ

り
ま
せ
ん
よ
！
」
と
、
飛
び
交
っ
て

い
ま
す
。

 

　

私
た
ち
合
唱
団
の
練
習
成
果
を
発

表
し
よ
う
と
、
町
教
育
委
員
会
や
町

施
設
振
興
事
業
団
の
後
援
を
い
た
だ

き
こ
の
た
び
第
１
回
定
期
演
奏
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高

田
三
郎
作
曲
「
心
の
四
季
」
や
ケ
ル

ビ
ー
ニ
作
曲
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
々
に
聴
い

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
い
て
合
唱
の
魅
力
を
堪
能
し
て
く

だ
さ
い
。

取
り
た
て
の
ト
マ
ト
っ
て
、 

甘
い
ね
！ 

〜
農
業
収
穫
体
験
〜

　

２
月　

日
、
矢
畑
の
田
村
農
園
ハ

２３

ウ
ス
で
町
認
定
農
業
者
協
議
会
と
消

費
者
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は　

名
の
方
が
参
加
し
、
ト

５４

マ
ト
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

普
段
入
っ
た
こ
と
の
な
い
ハ
ウ
ス
に

入
っ
て
の
体
験
は
見
る
も
の
全
て
が

初
め
て
で
参
加
者
た
ち
は
感
激
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
直
接
自
分
の
手

で
取
っ
た
ト
マ
ト
を
口
に
し
て
「
あ

ま
ー
い
！
」
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
機
具
展
示

で
は
、
珍
し
い
乗
り
物
に
子
ど
も
た

ち
は
興
味
津
々
で
、
記
念
写
真
を
撮

影
。
町
公
民
館
で
の
交
流
会
で
は
、

町
内
農
業
の
状
況
を
聞
き
、
あ
ら
た

め
て
農
業
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

昭
和　

年
代
に 

３０

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ 

〜
公
民
館
ま
つ
り
企
画
展
〜

　

２
月　

日
、　

日
、
町
公
民
館
に

１６

１７

お
い
て
「
第
１
回
公
民
館
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
、
日
頃
公
民
館
で
活
動
し

て
い
る
団
体
や
サ
ー
ク
ル
が
活
動
発

表
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
企
画
展
「
昭
和　

年
３０

代
の
記
憶
〜
ち
ゃ
ぶ
台
の
あ
る
く
ら

し
〜
」
と
し
て
、
公
民
館
講
座
「
い

き
い
き
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
」
の
受
講

生
が
、
昭
和　

年
代
の
く
ら
し
や
遊

３０

び
の
風
景
を
再
現
し
ま
し
た
。

　

大
人
は
懐
か
し
い
当
時
の
思
い
出

に
浸
り
、
子
ど
も
た
ち
は
初
め
て
見

る
当
時
の
遊
び
道
具
に
夢
中
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

Topics ～町の話題・投稿～

「
野
木
エ
ニ
ス
混
声
合
唱
団 

第
１
回
定
期
演
奏
会
」

日　

時　

５
月　

日（
日
）

１１

開　

場　

午
後
１
時　

分
３０

開　

演　

午
後
２
時

場　

所　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

一
般　
　

１
０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

連
絡
先　

大
須
賀
敬
子

�
（　

）４
４
２
２

５７
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投
稿 

「
首
都
圏
外
郭
放
水
路
を 

見
学
し
て
」

川
西
地
区
治
水
事
業
促
進
連
絡
会

会
長　
 
岡 おか 
田 　だ
 
稔 

み
の
る

　

去
る
２
月　

日
、
治
水
に
対
す
る

１３

会
員
の
意
識
の
高
揚
な
ど
を
目
的
と

し
、
春
日
部
市
に
あ
る
「
首
都
圏
外

郭
放
水
路
」
な
ど
を
見
学
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
近
年
の
都
市
化
や

異
常
気
象
の
影
響
で
浸
水
被
害
に
悩

ま
さ
れ
て
き
た
幸
手
市
・
杉
戸
町
・

春
日
部
市
周
辺
区
域
の
治
水
対
策
と

し
て
、
平
成
５
年
３
月
か
ら
着
工
さ

れ
約　

年
か
か
り
、
完
成
さ
れ
た
日

１０

本
の
最
先
端
の
土
木
技
術
を
集
め
て

造
ら
れ
た
施
設
で
す
。 

　

近
隣
中
小
河
川
の
水
位
が
高
く
な

る
と
自
然
に
水
が
流
入
す
る
立
抗

（
直
径　

ｍ
深
さ　

ｍ
５
箇
所
）を
、

３０

７０

地
下　

ｍ
の
と
こ
ろ
で
ト
ン
ネ
ル

５０

（
直
径　

ｍ
長
さ
６
・
３
㎞
）で
つ
な

１０

ぎ
、
水
の
勢
い
を
弱
め
ス
ム
ー
ズ
に

流
す
調
圧
水
槽（
長
さ
１
７
７
ｍ
高

さ　

・
４
ｍ
幅　

ｍ
）で
受
け
、
毎
秒

２５

７８

２
０
０
ｔ
の
水
を
ポ
ン
プ
施
設（
１

万
４
千
馬
力
の
タ
ー
ビ
ン
）に
よ
り

江
戸
川
に
排
出
す
る
と
い
う
構
成
で

す
。

　

私
た
ち
は
、
調
圧
水
槽
と
施
設
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
管
理
棟
を
見
学

し
ま
し
た
が
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
に
目
を
見
張
る
ば
か
り
で
し
た
。

春
日
部
市
を
通
る
国
道　

号
線
の
地

１６

下　

ｍ
に
こ
の
よ
う
な
施
設
が
あ
る

５０
と
は
思
い
も
よ
ら
ず
、
ま
た
、
こ
の

施
設
の
お
か
げ
で
何
十
万
人
も
の
被

害
を
軽
減
し
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、

私
た
ち
川
西
地
区
も
他
人
事
で
は
な

い
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と

筆
を
取
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
栗
橋
町
に
あ
る
国
土
交

通
省
利
根
川
上
流
河
川
事
務
所
の
防

災
対
策
室
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

環
境
の
変
化
に
よ
る
河
川
の
増
水
な

ど
、
改
め
て
防
災
や
治
水
に
対
す
る

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
手
で 

平
地
林
を
き
れ
い
に

　

３
月
１
日
、
友
沼
卯
ノ
木
の
森
林

で
平
地
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
は
、
町
民
に
平
地
林
の

保
全
意
識
の
高
揚
と
憩
い
の
場
と
し

て
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
所
有
者

の
理
解
を
得
て
無
償
で
借
り
受
け
た

土
地
で
す
。
ま
た
、
住
宅
街
の
中
に

残
る
貴
重
な
森
林
で
あ
る
た
め
、
当

日
は
近
隣
の
松
原
４
西
・
卯
ノ
木
２

自
治
会
か
ら
約　

名
と
町
森
林
ボ
ラ

２０

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か
ら
約　

名
が

１５

参
加
し
、
森
林
内
の
ご
み
・
枯
枝
拾

い
や
木
の
名
札
作
り
、
ヤ
マ
ユ
リ
の

球
根
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

 

　

参
加
者
が
協
力
し
合
い
作
業
を
行

っ
た
た
め
、
予
定
よ
り
早
く
作
業
が

進
み
ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で
森
林

内
を
歩
き
な
が
ら
遊
歩
道
作
り
を
行

い
、
ま
た
、
森
林
内
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
案
内
に
よ
り
自
然
観

察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
は
、
参
加
者
に
と
っ
て

自
然
を
再
認
識
で
き
た
場
で
あ
っ
た

と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
町
民
に
愛
さ

れ
る
憩
い
の
場
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

児童を交通事故から 
守ろう！ 

～ランドセルカバー贈呈式～

　

２
月　

日
、
町
公
民
館
に
お
い
て
、

２６

小
山
地
区
交
通
安
全
協
会
野
木
支
部

の
皆
様
よ
り
、
新
入
学
児
童
の
交
通

安
全
を
願
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
方
は
お
子
さ
ん
に
対
し

家
庭
で
の
指
導
を
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

安
全
運
転
を
心
が
け
、
地
域
全
体
で

児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
。
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地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
・

発
展
に
尽
力�

　

年
度
栃
木
県
体
育
協
会 

１９

ス
ポ
ー
ツ
顕
彰
授
賞

　

２
月　

日
、
県
公
館
に
お
い
て

１８

「　

年
度
栃
木
県
体
育
協
会
ス
ポ
ー

１９ツ
顕
彰
授
賞
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
永
年
に
わ
た
り
地
域
の
ス
ポ

ー
ツ
普
及
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
団

体
及
び
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

�
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
賞

　

野
木
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

�
優
秀
選
手
感
謝
状

　

第　

回
国
民
体
育
大
会
入
賞
者

６２

　

陸
上
競
技
ハ
ン
マ
ー
投
げ

　

遠
藤　

彰
さ
ん
（
南
赤
塚
）

　

年
度
野
木
町
教
育
委
員
会
表
彰

１９
　

１
月　

日
、
町
長
室
に
お
い
て

３０

「　

年
度
野
木
町
教
育
委
員
会
表
彰

１９
授
賞
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
、

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
は
、
県
大
会
以
上

の
大
会
等
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

�
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

健
闘
を
讃
え
て

　

年
度
中
学
校
関
東
・
全
国
大
会
出

１９場
者
報
告
会

　

２
月
７
日
、
役
場
新
館
に
お
い
て
、

「　

年
度
中
学
校
関
東
・
全
国
大
会

１９
出
場
者
報
告
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会

結
果
と
今
後
の
抱
負
を
力
強
く
報
告

し
て
く
れ
ま
し
た
。

〈
野
木
中
〉

�
関
東
中
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
 
大 おお 
竹 　たけ
 
杏 あん 
奈 �な

 
黒 くろ 
須 　す
 
都 

み
や
こ

　

監
督　
 
若 わか 
島 　しま
 
昌 まさ 
人 と

�
関
東
中
学
生
弓
道
大
会

　
 
浅 あさ 
倉 　くら
 
彩 �あ

や

 
小 お 
倉 　ぐら
 
結 ゆ 
花 か

　
 
小 お 
野 　の
 
恵 �め

ぐ
み

 
松 まつ 
本 　もと
 
晶 あき 
美 み

　

監
督　
 
津 つ 
釜 　がま
 
和 かず 
弥  や

�
関
東
中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

　
（
女
子
）

　
 
落 おち 
合 　あい
 
茜 �あ

か
ね

 
前 まえ 
澤 　ざわ
 
歩 

あ
ゆ
み

　
 
宮 みや 
垣 　がき
 
里 り 
穂 �ほ

 
伊 い 
藤 　とう
 
光 みつ 
子 こ

　
 
川 かわ 
島 　しま
 
愛 まな 
美 �み

 
間 ま 
中 　なか
 
里 り 
奈 な

　
 
田 た 
上 　がみ
 
桐 きり 
子 �こ

 
本 ほん 
田 　だ
 
利 り 
緒 お

　
 
岩 いわ 
崎 　さき
 
瑶 よう 
子 �こ

 
岩 いわ 
渕 　ぶち
 
美 み 
奈 な

　
 
加 か 
倉 くら 
田 　だ
 
美 み 
咲 �さ

き

 
舘 たて 
野 　の
 
有 あり 
香 か

　
 
永 なが 
塚 　つか
 
梓 �あ

ず
さ

 
尾 お 
花 　ばな
 
麗 れ 
乙 お 
那 な

　
 
岩 いわ 
渕 　ぶち
 
美 み 
沙 さ

　

監
督　
 
井 いの 
上 　うえ
 
智 とも 
子 こ

〈
野
木
二
中
〉

�
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

　
 
海 え 
老 び 
沼 　ぬま
 
友 ゆ 
里 �り

 
橋 はし 
本 　もと
 
真 ま 
央 お

　

監
督　
 
武 たけ 
井 　い
 
一 かず 
浩 ひろ

�
関
東
中
学
生
弓
道
大
会
（
男
子
）

　
 
永 なが 
野 　の
 
裕 ひろ 
人 �と

 
和 わ 
田 　だ
 
直 なお 
之 ゆき

　
 
小 お 
倉 　ぐら
 
嵩 たか 
之 �ゆ

き

 
原 はら 
口 　ぐち
 
和 かず 
也 や

　

監
督　
 
寺 てら 
内 　うち
 
誠 

ま
こ
と

�
関
東
中
学
生
弓
道
大
会
（
女
子
）

　
 
宮 みや 
本 　

あ
ゆ
み�

も
と

 
國 くに 
廣 　ひろ
 
千 ち 
夏 か

　
 
中 なか 
山 　やま
 
扶 ふ 
有 ゆ 
美 �み

 
北 きた 
山 　やま
 
富 ふ 
貴 き

　

監
督　
 
寺 てら 
内 　うち
 
誠 

ま
こ
と

�
関
東
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

　
 
篠 しの 
原 　はら
 
諒 

り
ょ
う 
太 た

　

監
督　
 
瀬 せ 
戸 　と
 
久 ひさ 
子 こ

（
敬
称
略
）

第８６回全国高校サッカー選手権大会
優勝（流通経済大学付属柏高等学校)

　 小 
こ

 島 　
じま

 聖 
せい

 矢 さん（若林）
や

全
日
本
学
生
陸
上
競
技
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ　

優
勝（
大
会
新
記
録
）

 
遠 えん 
藤 　どう
 
彰 
さ
ん
（
南
赤
塚
）

あ
き
ら

第　

回
全
国
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
大
会

２０
女
子
走
り
高
跳
び
優
勝

 
野 の 
嶋 　じま
 
雅 まさ 
子 
さ
ん
（
丸
林
）

こ



投
稿 

決
し
て�
人
ご
と�
で
は 

済
ま
さ
れ
ま
せ
ん 

〜
防
犯
講
習
会
開
催
〜

潤
島
福
寿
会　
 
須 す 
田 だ 
成 しげ 
治 はる

　

振
り
込
め
詐
欺（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
）、

ひ
っ
た
く
り
、
通
り
魔
な
ど
悪
質
な

犯
罪
が
連
日
報
道
さ
れ
て
お
り
、
特

に
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
事
件
や
事

故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。「
ま
さ
か

自
分
が
・
・
・
」
と
考
え
て
い
る
人
が

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
高
齢

者
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、

潤
島
福
寿
会（
会
長　
 
新 あら 
井 い 
明
石 
）で

あ
か
し

は
、
２
月
８
日
に
小
山
警
察
署
生
活

安
全
課
の
酒
巻
祐
巡
査
部
長
を
招
い

て
防
犯
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
手
口
で
あ
る

「
オ
レ
だ
よ
、
オ
レ
だ
よ
」
の
電
話
に

自
分
の
息
子
や
孫
と
思
い
込
ん
で
は

い
け
な
い
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
電
話

が
あ
っ
た
ら
、
慌
て
ず
に
焦
ら
ず
に

家
族
や
関
係
者
に
連
絡
を
と
っ
て
し

っ
か
り
と
確
認
す
る
こ
と
。
空
き
巣

対
策
と
し
て
は
、
面
倒
が
ら
ず
に
補

助
鍵
を
取
り
付
け
る
な
ど
の
防
衛
策

を
と
る
こ
と
。
悪
質
な
訪
問
販
売
員

の
話
に
は
絶
対
に
耳
を
傾
け
ず
に
、

玄
関
の
中
に
入
れ
な
い
こ
と
。
ひ
っ

た
く
り
防
止
対
策
と
し
て
は
、
手
荷

物
は
道
路
の
反
対
側
に
持
つ
こ
と
、

大
金
は
持
ち
歩
か
な
い
こ
と
、
財
布

に
は
紐
を
つ
け
肌
身
離
さ
な
い
こ
と
。

自
転
車
に
は
防
犯
ネ
ッ
ト
を
つ
け
る

こ
と
。

　

身
振
り
手
振
り
を
交
え
た
説
得
力

の
あ
る
講
話
に
、　

名
の
出
席
者
全

３５

員
が
「
ウ
ン
ウ
ン
、
そ
う
か
な
る
ほ

ど
」
と
、
あ
い
づ
ち
の
連
続
で
真
剣

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
を

取
り
巻
く
身
近
な
こ
と
と
し
て
活
発

な
質
疑
応
答
も
あ
り
、
時
間
の
た
つ

の
も
忘
れ
、
事
件
事
故
の
恐
ろ
し
さ

と
防
犯
に
対
す
る
自
覚
と
認
識
の
重

要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
有
意
義
な

防
犯
講
習
会
で
し
た
。

投
稿 

広
報
の
ぎ
な
ど
の
録
音
テ
ー
プ

を
お
聴
き
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朗
読
の
会
「
の
ぎ
く
」

会
長　
 
荒 あら 
川 かわ 
忠 ただ 
雄 お

　

私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

朗
読
の
会
の
ぎ
く
は
、
視
覚
障
が
い

者
の
方
々
の
た
め
に
広
報
の
ぎ
な
ど

の
録
音
テ
ー
プ
を
作
成
し
た
り
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
虹
の
舎
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
さ
く
ら
へ
読
み
聞
か
せ
に

赴
く
な
ど
の
活
動
を
毎
月
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
広
報
の
ぎ
な
ど
の
録
音

は
、
利
用
者
の
方
々
か
ら
「
町
の
情

報
や
動
き
な
ど
が
よ
く
分
か
っ
て
助

か
る
」
と
好
評
を
得
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
ひ
と
り
で

も
多
く
の
方
々
に
町
の
情
報
提
供
が

で
き
る
よ
う
今
後
も
こ
の
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
友
人
知
人
や
お
身
内
の
方

に
視
覚
障
が
い
者
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ら
、
こ
の
録
音
テ
ー
プ

を
お
勧
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
テ
ー
プ
は
毎
月
郵
送
で

ご
自
宅
へ
お
送
り
し
ま
す
が
、
テ
ー

プ
代
や
郵
送
料
な
ど
は
一
切
か
か
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Topics ～町の話題・投稿～

町の人口

役場住民課窓口横の棚にも置いて
ありますので、ご自由にどうぞ。
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３月１日現在
人口 男 12,800人
　　 女 13,024人
　　 計 25,824人
世 帯 数 8,914
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ハワイアンキルト 井口美穂子さん
Mihoko Iguchi

（丸林東下３）

　学生の頃、家庭科の宿題は母親頼み
だった私が、時には気の遠くなるよう
な針仕事を必要とするキルトを好きに
なったのは、母の針を持つ姿が好きだ
ったからでしょうか。
　ハワイアンキルトはおおらかな自然
のデザインと柔らかなエコーラインに
魅力があります。大変な作業と思われ
がちですが、作っていくひとつひとつ
の過程が癒しと活力を与えてくれます。
　今後も布の持つ優しさを生かし、生
活に溶け込む作品づくりをしたいと思
います。

　厳しく寒かった冬も終息に向かい、明るく活気に満ちた
春の到来です。野木町にはあちこちに公園がありますが、
中でも赤塚ふれあい公園は広く大きな池の水も温み、草木
も萌え始め、とても良い景色が味わえます。多くの家族が
春の日差しの下、楽しく遊ぶ光景は、ほほえましく幸せそ
のものです。

 春 の 萌 　
はる もえ

 菊  池 　
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　若い頃は、野木村や間々田町の役場で主に統計業務
などを担当。退職後は、女子学生服製造の岩崎縫製所
を立ち上げ３５年間も経営を続けた。洋裁技術の 研  鑽 を

けん さん

重ね事業を軌道に乗せ、中国や台湾の工場へも出かけ
て技術指導に当たったことも。現在は、「紫会」という
高齢者グループを主宰し、健康体操や踊りでエンジョ
イする日々。
　「元気なうちに長年培った経験や知識を若い人たち
に伝えていきたい。伝統行事なども伝承していきたい。
それは私たち高齢者の役割であり義務」と力説。また、
「子どもたちの教育にも力を注がないと日本という国
そのものの存在さえ危うい」と警鐘を鳴らすことも忘
れない玉江さん、ますます意気盛ん。


